
                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第６回 企業を集めた意見交換会開催】 

 

令和４年１１月８日（火）に第６回目となる障がい者雇用に関する意見 

交換会を当法人主催で行いました。この事業は４年前から取り組んでお 

り年に１～２回の頻度で開催しています。 

今回は社会福祉法人本荘久寿会様、秋田ダイハツ販売株式会社様、株式 

会社ソユー様、株式会社ナイス様、社会福祉法人樹園老人ホーム様、ヤ 

マト運輸株式会社様と、秋田県・福島県の就労移行支援事業所にお集ま 

りいただき、「顔と顔の見える関係」をテーマに障がい者雇用に関する様々 

なニーズや抱える課題、今後の展望などについて意見交換しました。 

本事業は令和５年も継続して実施する予定です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相談受付件数 R4年 8月～12月】 
法人本部に寄せられた相談の詳細（総数 48件） 

・身寄りがなく身元保証人等に困っている…11件 

・住む場所がない…17件  ・お金の管理が難しい…2件 

・罪を犯して生活に困っている…2件  ・医療同意について…1件 

・どこに相談したら良いか分からない（関係機関紹介）等…15件 
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【総合相談部門より】 

新型コロナウィルス関連の相談は特に増えておらず、元々ギリギリの生活をされ

ていた方が物価高騰などの影響を受け生活困窮に陥っている様に感じます。今後

も住居や物資の提供を通して丁寧な相談対応を継続したいと思います。 

厳しい寒さが毎日続いておりますが、会員の皆様におかれましては、ますますご

健勝のこととお慶び申し上げます。平素より当法人の活動にご理解とご協力を

いただき、心より感謝申し上げます。 

 さて新年を迎え、令和４年を振り返りますと飛躍の年であったと感じておりま

す。３月に「就労継続支援 B型えこま～る」を秋田市八橋から南通亀の町へ移

転し、事業所名もセレクトショップと同じ「story cat（ストーリーキャット）」へ変

更いたしました。また、８月には story cat内の空きスペースを活用してオープ

ンスペース（無料貸し出し）も開設することが出来ました。オープンスペースの

利用状況は、９月～１２月の４か月間で５８件となっており、地域活動や個人の

取り組みなどを様々な方面からサポートする取り組みが実現しています。 

 そして令和５年は、より一層飛躍の年になるよう新たな事業を計画しておりま

す。時代の流れと共に、地域に求められる資源や役割は変化していきます。「無

いものは創る！」を大きなミッションとして掲げている私たちですが、創ったもの

をやみくもに続けることを目的とせず、地域に必要な資源であるのか、新たな企

業・事業等で担えるところは無いのかを考え、必要に応じ事業を廃止する勇気

も持ち合わせていきたいと考えています。 

 本年も会員の皆様のお力添えの程、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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髙橋 志子【story cat部門 管理者】 
 

昨年、健康診断で先天性の病気が見つかり無事に治療を終え

ることができました👍これを機に今まで以上に健康管理に

は気をつけて、ますます元気に story catを盛り上げていき

たいと思います。本年もよろしくお願い致します。 

 

     
 

伊藤 千春【総合相談部門 管理者】 
 

2023年を迎えるにあたり、新たな気持ちで何事に対しても臆す

ることなく、挑戦者の精神を持ち、果敢に取り組んでいきたい

です。そして他部門、他機関と連携しながら利用者様の利益を

最優先とし法人を全力で盛り上げてまいります。 

  
 

鍬﨑 恵雅【story cat部門 支援員】 
 

昨年は子供たちと一緒に推しのライブに出かけるなど、楽し

みを見つけることができました😍今年度は年齢的にも体形

が変わって来ているので推し活動もしつつ、ちょっとした体

操や運動を心掛けていきたいと思います。 

 

     
 

菅原 啓汰【story cat部門 支援員】 
 

2023年を迎えるにあたり、私の方では「人の縁」と「自己覚知」

を大事にする年にしたいと考えております。 

具体性のある目標設定をしたり、学びの機会を増やしてスキル

アップにも繋げていきたいです！ 

  
 

信太 馨【グループホーム部門 世話人】 
 

５年目を迎えて、就労継続支援 B型の就労部門から住居部門

へ配属になりました。住居部門では、利用者様が安心して生

活できるように、住居環境の整備に努めて、スキルアップを

図るために、新しいことにチャレンジしてまいります。 

 

     
 

石郷岡 亨【グループホーム部門 世話人】 
 

2023 年は昨年の経験を活かし利用者様が飛躍できるよう努力

してまいります。プライベートでは、体調を維持し、食事によ

る健康管理、体力向上、一日の目標歩数 10,000歩達成を続けて

行くことを続けていきたいです。 

  
 

伊藤 康子【総務部門 主任】 
 

今年度の一番の目標は、人とのつながりを大切にすることで

す。また業務だけではなく、日々の生活においても色々なこ

とに興味を持ち、楽しい経験を増やしながら、得た知識を自

身の力に変えていく一年にしてまいります！ 

 

     
 

黒沢 哲也【story cat部門 支援員】 

2023年度は、本を読み学び誰でもわかりやすい文書の書き方が

出来るようになります。プライベートでは、運動不足となかな

か体重減量できずに近頃焦ってきております。運動を行いなが

ら、体重 6.0kg減量をします。 

  
 

田口 はる【story cat部門 支援員】 

今年度の抱負は昨年度よりも楽しく！を目標にして何事に

も貪欲な姿勢でがんばりたいです。簡単なパソコン作業など

もできるようになりたいと思うので勉強します。プライベー

トでは車を買いたいと思います！ 
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